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緑の霊園｀桂ヶ丘墓地公園~

工事進捗ただいま40％緑の芝生に赤レンガの花壇

今年の9月に65区画が完成する。

（桂ヶ丘墓地公園造成現場）
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●2階配置図

企
画
諜

総
務
諜

先
の
助
役
他
特
別
職
の
異
動
に
引

き
続
き
、
大
野
町
政
第
二
期
目
の
体

制
を
整
え
る
た
め
、
六
月
一
日
付
で

町
職
員
二
十
二
人
の
大
幅
異
動
と
事

務
所
内
の
配
置
替
え
か
行
わ
れ
ま
し

た。
異
動
後
の
職
員
配
置
、
事
務
分
担

に
つ
い
て
は
、
別
図
（
四
＼
五
ペ
ー

ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
課
長
異
動
i

(

)

内
は
旧
任
ー

総
務
課
長
（
建
設
課
長
）
森
繁

企
画
課
長
（
農
林
課
長
）
上
田
治
男

町
民
課
長
（
総
務
課
長
）
増
田
勇
人

農
林
課
長
（
農
林
課
長
補
佐
）
宮
田

章
、
建
設
課
長
（
企
画
課
長
補
佐
）

シ』

県
政
モ
ニ
タ
ー
に
権
本
喜
子
さ
ん

ー
お
気
軽
に
相
談
を
ー

税
務
課
ガ
ニ
＿
階
へ
移
転

今
回
の
人
事
異
動
に
合
せ
て
、
事

務
所
内
の
配
置
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

税
務
課
は
二
階
か
ら
、
以
前
国
土

調
査
課
の
あ
っ
た
三
階
個
室
に
移
り

農
林
課
と
建
設
課
か
入
れ
替
り
ま
し

こ。f
 今
回
の
配
置
替
え
に
よ
り
、

農
林

行
政
施
策
は
県
民
の
意
向
を
反
映

し
、
本
当
に
県
民
の
方
々
に
喜
ば
れ

る
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

広
く
県
民
か
ら
声
を
聞
き
、
そ
の

意
向
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
、
県
で
は

い
ろ
い
ろ
な
制
度
を
設
け
て
い
ま

す。
そ
の
う
ち
の
―
つ
で
あ
る
県
政
モ

ニ
タ
ー
は
、
県
政
と
県
民
と
の
パ
イ

課
内
の
ス
ペ

ー
ス
が
ゆ

っ
た
り
し
、

ま
た
、
税
務
課
が
個
室
に
入
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
税
務
相
談
等
も
周
囲
に

気
を
つ
か
う
こ
と
な
く
出
来
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

プ
役
と
し
て
県
下
で
一
五

0
人
の
方

を
知
事
が
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

肱
川
町
で
は
、
下
鹿
野
川
の
堵
本

喜
子
さ
ん
が
県
政
モ

ニ
タ
ー
に
な
ら

れ
ま
し
た
。

ご
存
じ
の
と
お
り
椿
本
さ
ん
は
‘

い
つ
も
に
こ
や
か
で
、
心
や
さ
し
い

方
で
す
。

県
政
に
関
す
る
こ
と
で
、
直
接
県

や
地
方
局
に
相
談
に
行
く
こ
と
の
で

き
な
い
場
合
や
、
誰
に
相
談
し
て
良

い
か
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
気
軽
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

松
尾
国
和

（
五
月
―
二
日
付
）

議
会
事
務
局
長
（
企
画
課
長
）
上
川

武
男

大
野
町
政
新
体
制
発
足
一

六
月
一
日
付
大
幅
人
事
異
動

●3階配置図

乳
幼
児
の
ム
シ

歯
予
防
の
た
め
、

ム
シ
歯
の
進
行
を

と
め
る
薬
液
塗
布

と
歯
み
か
き
指
導
‘

保
健
指
導
を
昨
年

ま
で
は
無
料
で
実

施

し

て

き

ま

し

こ。f
 し
か
し
ム

シ
歯

．．． 

の
り
患
率
は
図
の

よ
う
に
最
近
高
く

な
り
、
他
の
町
村

に
比
べ
て
も
非
常

に
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
．

さ
て
こ
の
原
因

は
何
を
差
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

お
母
さ
ん
、
ご

家
族
の
皆
様
と
一

緒
に
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

薬
を
塗
布
し
て
い
る
か
ら
と
薬
を

過
信
し
た
り
、
お
や
つ
の
量
、
時

間
、
哺
乳
瓶
の
関
係
そ
の
他
い
ろ
い

ろ
な
原
因
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

子
供
の
ム
シ
歯
は
、
お
母
さ
ん
が

や
る
気
に
な
れ
ば
ち
ょ
っ
と
注
意

す
る
こ
と
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す。
お
母
さ
ん
は
家
族
の
方
に
協
力
を

お
願
い
し
て
、
家
族
ぐ
る
み
の
予
防

ま
た
近
所
の
方
の
協
力
も
必
要
で

す。
ご
近
所
の
方
は
、
よ
そ
の
子
供
さ

ん
に
菓
子
類
を
あ
げ
た
い
時
は
、
直

接
子
供
さ
ん
に
あ
げ
な
い
で
、
そ
の

子
供
さ
ん
の
家
族
の
方
に
差
上
げ
て

下
さ
い
。 子供の△シ歯は親の責任

ムシ歯予防教室を開設

0ヽ%
大洲保健所管内のり患率
［コ S53年度
0s54年度

-S55年度30 

20 

32.7 33.3 

大

洲

市

長

浜

町

内

子

町

五
十
嶋
町

“

川

町

河

辺

村

町
内
こ
ぞ
っ
て
ム
シ
歯
予
防
に
と

り
く
ん
で
は
し
い
も
の
で
す
。

ム
シ
歯
の
な
い
こ
と
は
健
康
づ
く

り
の
第
一
の
条
件
で
す
。

今
年
度
は
‘
や
る
気
の
あ
る
お
母

さ
ん
の
希
望
を
ま
と
め
て
、
ム
シ
歯

予
防
に
と
り
く
む
事
に
な
り
ま
し

こ。f
 一
オ

か

ら

三

オ

ま

で

を

対

象

に
満
四
オ
で
終
る
よ
う
に
行
い
ま

す。
申
込
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0
部
落
名

0

子
供
の
氏
名
•
生
年
月
日

〇
保
護
者
名

〇
申
込
先
・
役
場
町
民
課

0
電
話
・

ニ
三
―
二
番

〇
料
金
・

一
回
塗
布
料

ニ
八

0
円

ム
シ
歯
予
防
教
室
は
‘
乳
児
健
康

相
談
日
と
同
時
に
実
施
し
、
個
人
宛

通
知
を
発
送
い
た
し
ま
す
。
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真
夏
を
思
わ
せ
る
晴
天
の
も
と
、

56
総
体
漕
艇
競
技
県
予
選
が
六
月
六

日
・
七
日
の
両
日
、
鹿
野
川
湖
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア
で
は
、

男
女
と

も
今
治
南
高
校
が
優
勝
を
飾
り
、
今

年
の
八
月
茨
城
県
潮
来
町
に
お
い
て

開
か
れ
る

56
総
体
に
、
今
治
南
高
校

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
目
の
優
勝
ク

ル
ー
が
、
愛
媛
県
を
代
表
し
て
出
場

し
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
ボ
ー
ト
王
国
”
愛

媛
“
の
名
も
す
た
れ
気
味
で
す
。

今
年
こ
そ
頑
張
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。
な
お
、

56
総
体
出
場
ク
ル
ー
は
次

の
と
お
り
で
す
。
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教
育
長

収
入
役

永

田

利

幸

冨

永

知

孝

助

役

松

岡

満

男

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

こ
の
度
、
前
任
者
の
ご
勇
退
に
よ

り
ま
し
て
、
私
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
後

任
の
選
任
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の

責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
私
達
、
浅
学

非
オ
、
そ
の
器
で
な
い
も
の
が
、

町
民
皆
様
方
の
ご
期
待
に
添
い
う

る
か
ど
う
か
、
ま
こ
と
に
懸
念
い

た
し
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

格
別
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

し
て
、
役
目
を
全
っ
し
た
い
と
、
念

願
い
た
し
て
お
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す。
ど
う
か
、

し
ま
す
。

五
月
―
一
日
付
任
期
満
了
に
よ
り

肱
川
町
助
役
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

旧
宇
和
川
村
に
奉
職
以
来
四
八
年

退
任
の
あ
い
さ
つ 、松岡助役、

新

任

の

あ

い

さ

つ

●
男
子
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア

今
治
南
高
校

●
女
子
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア

今
治
南
高
校

●
男
子
シ
ェ
ル
フ
ォ
ア

宇
和
島
東
高
校

●
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

今
治
南
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

|
5
6
総
体
漕
艇
県
予
選
終
る
I

宇
和
島
束
高
校

●
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

今
治
西
高
校

な
お
、
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
肱

川
レ
ガ

ッ
タ
に
は
、
五
ク
ル
ー
が
出

場
し
、
優
勝
さ
れ
た
ク
ル
ー
に
は
そ

れ
ぞ
れ
町
長
杯
が
授
与
さ
れ
ま
し

こ。f
 結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
一
般
男
子
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア

今
治
艇
友
会

●
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

松
山
公
営
企
業
局

前

助

役

尾

下

林

太

郎

＿
集
音
マ
イ
ク
一

0
生
産
者
の
み
な
さ
ん
汗
を
流
し

て
下
さ
い
。
職
員
も
汗
を
流
し
ま

す
。
連
合
会
に
も
汗
を
流
し
て
も

ら
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
所
得
が

増
大
す
る
よ
う
共
選
、
共
販
を
一

層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
兄
椎
茸
共
進
会
、
香
川
組
合
長
）

0
あ
の
時
は
あ
あ
し
た
ら
よ
か
っ

た
、
こ
う
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
ま

だ
押
さ
え
が
足
り
な
か
っ
た
と
思

う
こ
と
や
、
苦
し
か
っ
た
こ
と
、

失
敗
も
大
小
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

に
耐
え
、
こ
の
体
験
を
大
切
に
す

る
こ
と
が
、
自
信
と
な
り
大
事
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
前
尾
下
林
太
郎
助
役
）

昭
和
三

0
年
、
見
吹
村
か
ら
肱

川
へ
の
合
併
と
同
時
に
郡
を
こ
え

余
り
に
わ
た
り
、
不
敏
な
が
ら
も
大

過
な
く
職
務
を
全
う
し
得
ま
し
た
こ

と
は
、
ひ
と
え
に
町
民
の
皆
様
が
た

の
温
か
い
ご
指
導
の
賜
も
の
と
深
く

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
謹
ん
で
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
一
人
の
町
民
と
し

て
肱
川
町
発
展
の
た
め
少
し
で
も
お

役
に
立
ち
、
こ
れ
ま
で
の
ご
恩
に
報

い
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
変
ら
ぬ
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
ま
す
。

皆
様
の

一
層
の
ご
多
幸
と
町
の
発

展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
略
儀
な
か

ら
退
任
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

前

収

入

役

浅

井

義

明

て
着
任
し
、
本
日
ま
で
職
務
を
全

う
し
て
退
職
で
き
る
こ
と
感
謝
の

気
持
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
職
員
各

位
の
ご
健
康
を
祈
り
ま
す
。

（
前
浅
井
義
明
収
入
役
）

（
尻
前
助
役
・
収
入
役
の
送
別
会
）

0
人
事
異
動
に
と
も
な
い
新
し
い
立

場
に
立
た
れ
た
方
、
課
を
か
わ
ら
れ

た
方
、
引
続
い
て
や
ら
れ
る
方
、
今
後

わ
だ
か
ま
り
な
く
‘
さ
わ
や
か
な
気
持

で
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。
生
ま
れ
た

事
実
に
基
き
、
そ
れ
を
最
上
の
も
の

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
全
力
投

球
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
皆
さ
ん

の
義
務
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
私
は

住
民
の
代
表
と
し
て
、
新
し
い
体
制

の
も
と
、
肱
川
町
の
た
め
に
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
、
皆
さ
ん
と
共
に
町

政
の
課
題
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

(
％
出
発
式
大
野
町
長
訓
示
）

紙
上
を
も
っ
て
ご
挨
拶
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

昭
和
三

0
年
町
村
合
併
に
よ
り
肱

川
町
役
場
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
‘

以
来
二
六
年
間
の
長
ぎ
に
わ
た
り

町
民
の
皆
様
よ
り
温
い
ご
支
援
と
ご

厚
情
を
賜
り
職
務
が
全
う
で
き
ま
し

た
こ
と
は
無
上
の
光
栄
に
思
っ
て
お

り
ま
す
。

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
教
訓
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
今
後
の

日
々
を
送
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。皆
様
の
ご
健
祥
を
祈
り
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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総 務 課 企 画 課

課
長
補
佐

管
理
係
長

繁

佐
久
保
恵
一

1

日

森 兵
頭

片

山

政

治

課

長

治
茂男ロ画報工
係係観
長長光

賃
大
和
田
兼
雄

R
佐
久
保
恵
一 茂

課
長
補
佐

R
兵
頭
今

宮

雅

司

課

長

上

田

和

気

武

士

課
長
補
佐
曾
根

文国
雄和

□ 理設道
係係係
長長長

R
中
野

二
葉

｀

造

改

善

係

長

二
宮
賢
一
郎
一
林
振
興
係
長
R
二
宮
賢
一
郎

贔
寺
亀勇
次人

| | | 
福保戸国町
祉健籍保民
係衛係年相
長生長金談
係 係係
長 長長

◎ R 
都小増
谷川田

博
司
'
」
_
調
査
登
記
係
長
R
曾
根

行

雄

税

務

係

長

山
内
フ
サ
子

課

長

中

野

行
雄

矢
野
喜
美
子

町

勲

R
万
願
寺
亀
次

冨
永

課
長
補
佐

征
也

課

長

増
田

幸
子
勇
人

課
長
補
佐

課

長

宮
田

上
岡

中

畦

重

光

課
長
補
佐
中
野

課

長

松

尾

廣
和
文
雄

新

久

美

子

和

気

栄

一

高

田

栄

治

宮

本

正

飛

野

澄

子

山
田
美
知
子

瀬

健

東

真

理

松

田

龍

明

亀

田

隆

代

清
利

源

田

政

幸

北
川

岡
村

敬

恒

藤

高

茂

治

徳

本

英

信

松

本

善

畦

崎

和

男

松

本

隆

寿

総

務
財

政
管

理 ： 光
係 係係

二□』町町地用広統商
行民域地報計工
政運振ににに観
の動興関関関允
企に事すすす i-
画関業るるる関
にすにこここす
関る関とととる
すこす 0- 0 O こ

るとる と
ヽ

゜- ゜し-- し--

と と
0 0 

企 広 税 監

画 報 >
係係

↓ご□税固土国町
の定地土有
賦資台調地
課産帳査の
徴の等に登
収評の関記
に価保すに
関に管る関
す関にこす
るす関とる
こるす゜こ
とこる と

と゚0;0 0 

務

3
農
林
道
の
新
設
改
良
に
関
す
る
こ
と
。

構
造
改
善
係

1
[
□
[〗
汀
戸
。

農
林
振
興
係
~
農
林
業
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

3
広
聴
に
関
す
る
こ
と
。

町
民
相
談
係

1
」
汀□[
[
〗
門
戸
戸
。

2
国
保
に
関
す
る
こ
と
。

国
保
年
金
係
ー

L
①
（
国
民
年
金
に
関
す
る
こ
と
。

戸
籍
係
~
戸
籍
及
ぴ
住
民
基
本
台
帳
に
関
す
る
こ
と
。

保
健
衛
生
係
~
保
健
衛
生
に
関
す
る
こ
と
。

福
祉
係
ー
．
~
福
祉
に
関
す
る
こ
と
。

理

建

設
水

道

係
l
-
_①
上
、
下
水
道
に
関
す
る
こ
と
。

係
」
ビ
＂
豆
戸
。

1
道
路
、
橋
梁
の
新
設
改
良
に
関
す
る
こ
と
。

2
火
薬
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ
と
。

係
上
ょ
罰
道
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

課 係係□□』庶職選消防町財町
務員挙防犯有政車
にの管‘•財にの
関人理防交産関管
す事委災通にす理
る‘員に安関るに
こ給会関全すこ関
と与にすにるとす
゜に関る関こ゜る
関すこすと こ
するとる゜ と
るこ゜こ ゜
こと と
と゜ ゜

゜
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□
□[
〗
事
務
局
長

三周会藤長
補

上

川

武

男

長
R
大
本

佐
R
安
川

武
志

館

清
光

補

佐

安

川

武

志

館

長

大

本

清

光

補

佐

R

安

川

次

長

角

田

口出納室長

春
馬
]
事
務
局
長
宮
田

冨
永

和
三
」
ー
学
校
教
育
係
長
R
角
田

社
会
教
育
係
長
植
木

所

長

橋

本

季

行

知
孝
ー
ー
会
計
係
長

章

農

地

主

事

光
雄

和一

桜

田

和

明

[
出
水
文
子

-
R
植
木
光
雄
⑯
森

※
＠
は
兼
任
・
⑥
は
心
得

吉
満
〔
菅
野
松
雄
〕

戸雄吉満
池

田

悦

子

河

野

幸
子
―
—
ー
真

A
A
]
丘
月
｀
戸
0。

森

吉
満

宮

本

慶

子

I I 

合 沖
ロ

永
田

屈

子
茂
田
清
子

（
寺
尾
勝
子
）

寛

;
l学校給食に

関
す
る
こ
と
。

中
岡

飛
野
弘
幸
'
_
ー
一
金
野
た
み
子

は
臨
時
職
員
・
〔

⑫
社
会
教
育
団
体
の
育
成
に
関
す
る
こ
と
。

D
社
会
教
育
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

LJ 

〕
は嘱
託
•
[
口
]
は
県
職
員

⑫
学
校
管
理
に
関
す
る

こ
と
。

D
教
育
委
員
会
に
関
す
る
こ
と
。
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使用料金および時間

.,.9 

種 別 料 金 曜 日 時 間

0総合健康度測定診断指森 8,000円

0健（上康記度か測ら定運診動断負指荷導検査を除く） 6,000円 （灼～仕） 9・00-17 00 

0事後検査指導(2回目以降） 1,500円

0食生活指埠 200円 出 10 00-15.00 

9~ 6 図～（廿 9 00-20 00 

月
------------＿ ＿ ＿ ＿ ＿ -＿ ＿ ----

(H) 13 00-16.00 
0 トレーニング施設 150円

7・8 因～仕） 9 00-21 00 

月
_ _ ＿ ＿ ＿ -------------------

日 13.00-16 00 

一般 300円
（灼～仕） 13 00-20:00 

温水 高校 200円 9~ 6 
月

小人 150円
(Ii) 13:00-16.00 

〇プール 普通使用
一般 200円 因～（ I•) 10 00-21 00 

冷水 高校 150円 7・8 月

| 小人 100円
(13) 13.00-16.00 

祖①プールは成人用ですので、小学校 4年生以下は保護者の同伴を必要とします。

②温水時間＝ 9月20日～翌年 6月19日～i令水期間～ 6月20日～ 9月19日

愛
媛
県
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
は
‘

自
ら
の
手
で
健
康
な
生
活
を
デ
ザ
イ

ン
し
、
成
人
病
を
予
防
す
る
た
め
の

生
活
習
慣
を
体
得
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
施
設
で
す
。

自
動
分
析
装
置
や
電
算
機
等
の
使

用
に
よ
っ
て
、
多
項
目
の
検
査
（
血

液
や
尿
、
血
圧
、
心
電
図
、
眼
底
、

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
呼
吸
機
能
、
そ

の
他
）
や
体
力
測
定
、
食
事
内
容
の

調
査
等
を
そ
の
場
で
処
理
し
て
、
あ

な
た
の
健
康
度
を
測
定
し
ま
す
。

ま
た
、
あ
な
た
の
健
康
度
に
合
わ

せ
た
健
康
な
生
活
の
た
め
の
指
導
を

あ
な
た
の
健
康
度
を
測
定

愛
媛
県
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

子
供
の
好
き
な
水
遊
び

保
護
者
が
目
を
光
ら
せ
て
安
全
に

医
師
、
保
健
婦
、
運
動
指
導
員
、
栄

養
士
が
い
た
し
ま
す
。

自
分
の
健
康
は
、
自
分
で
守
る
こ

と
が
第
一
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

◎
利
用
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ

せ
は
、
大
洲
保
健
所
ま
た
は
直

接
セ
ン
タ
ー
へ

愛
媛
県
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

松
山
市
末
広
町
一
番
地
一

T
E
L
(
O
八
九
九
）

四
五
ー
八

0
0
八

六
月
か
ら
八
月
は
、
子
供
の
水
の

事
故
が
目
だ
っ
て
増
え
る
時
期
で
す
。

子
供
の
水
の
事
故
は
、
こ
の
時
期

に
限
ら
ず
一
年
中
起
こ
っ
て
い
ま
す

六
月
か
ら
八
月
が
と
く
に
多
く
‘

、ゞ、ヵ同
じ
時
期
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

子
供
は
、
水
遊
び
が
大
好
き
で
す
。

そ
の
半
面
、
水
の
怖
さ
を
知
り
ま

せ
ん
。そ
の
た
め
、
親
か
ち
ょ
っ
と
目
を

離
し
た
ス
キ
に
、
と
り
か
え
し
の
つ

か
な
い
悲
し
い
事
故
に
結
び
つ
く
こ

と
が
多
い
の
で
す
。

子
供
の
水
の
事
故
は
保
護
者
の
責

任
|
|
と
心
得
て
、
ふ
だ
ん
か
ら
子

供
に
よ
く
注
意
す
る
と
と
も
に
、
水

の
事
故
か
ら
尊
い
生
命
を
守
る
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
点
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

◇

◇

◇

 

0
子
供
た
ち
だ
け
で
水
遊
び
な
ど
に

行
か
せ
な
い
よ
う
、
ふ
だ
ん
か
ら

言
い
き
入
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

《
受
験
資
格
》

昭
和
二
九
年
四
月
二
日
か
ら
、

昭
和
三
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

れ
た
男
子
で
、
四
年
制
の
大
学
卒

業
の
者
、
ま
た
は
、
昭
和
五
七
年

三
月
卒
業
見
込
の
者
。

《
受
付
期
間
》

六
月
二
五
日
か
ら
七
月
二
五
日

な
お
詳
し
い
こ
と
は
、
駐
在
所

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

愛
媛
県警
察
官
募
集

〇
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
し
る
子
供

を
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
、
安
全

な
場
所
で
遊
ば
せ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

0
雨
降
り
の
あ
と
な
ど
川
が
増
水
し

て
い
る
と
き
は
‘
子
供
を
近
づ
け

な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

夏
の
防
犯
運
動

七
月
一
日
ー
三
一
日

最
近
、
少
年
の
非
行
が
急
激
に
増

加
し
非
行
の
内
容
も
悪
質
化
、
多

様
化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
み
ん
な
で
少
年
の
非
行

防
止
に
つ
い
て
考
え
、
町
内
か
ら
非

行
少
年
が
出
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し

よ、つ
。
こ
れ
だ
け
は
ぜ
ひ
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

0

子
供
に
善
悪
の
け
じ
め
を
。

0

子
供
と
の
対
話
を
も
つ
。

〇
非
行
を
見
過
さ
な
い
目
を
。

“
き
び
し
さ
と
、
や
さ
し
さ
が
育

て
る
明
る
い
子
“
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暮
ら
し
の
中
の
法
律
相
談
（

登
記
を
済
ま
せ
た
土
地
を

第
三
者
が
引
き
渡
せ
と
い
っ
て
き
た

〈
問
〉
A
氏
力
ら
土
地
を
買
い
、
所

有
権
移
転
の
登
記
も
可
ん
で
安
心
し

て
い
ま
し
だ
。

と
こ
ろ
ガ
、
あ
る
日

B
因
力
来
て

「
あ
な
だ
の
買
っ
だ
土
地
に
は
、
私

ガ
A
氏
に
貸
し
だ
金
を
、
A
氏
ガ
返

さ
な
い
場
合
に
は
、
金
に
代
え
て
そ

の
エ
地
の
所
有
権
を
譲
り
受
け
る
旨

〈
答
〉
土
地
や
建
物
な
ど
の
不
動
産

の
取
引
を
す
る
と
き
は
、
ま
ず
、
そ

の
不
動
産
の
登
記
簿
を
確
認
す
る
こ

と
か
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
ご
質
問
に
お
答
え
す
る
前

に
、
不
動
産
の
登
記
簿
の
編
成
と
登

記
用
紙
に
記
載
さ
れ
る
事
項
に
つ
い

て
、
簡
単
に
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

登
記
簿
と
は
、
そ
の
不
動
産
の
物

理
的
な
状
況
、
権
利
関
係
な
ど
が
記

載
さ
れ
た
公
の
脹
簿
の
こ
と
で
、
取

引
し
よ
う
と
す
る
不
動
産
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
登
記
所
に
行
け
ば
、
そ

れ
を
見
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

の
仮
登
記
ガ
し
て
あ
る
。

A
氏
ガ
金
を
返
し
て
く
れ
な
い
の

で
、
代
わ
り
に
こ
の
土
地
を
も
ら
う

こ
と
に
し
だ
。

可
ぐ
に
引
き
渡
し
て
ほ
し
い
」

と
言
っ
て
き
ま
し
だ
。

こ
ん
な
こ
と
っ
て
あ
る
の
で
し
よ

ぅ
ヵ

o・
不
動
産
の
登
記
簿
に
は
、
土
地
登

記
簿
と
建
物
登
記
簿
か
あ
り
、
と
も

に
表
題
部
・
甲
区
・
乙
区
の
三
つ
か

ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
記
載
事
項
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▽
表
題
部
1

1

表
示
に
関
す
る
事
項

土
地
の
場
合
は
、
所
在
地
番
（
土

地
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
番
号
）
、
地
目

（
宅
地
・
畑
・
山
林
な
ど
）
、
地
積
等
。

建
物
の
場
合
は
、
所
在
（
住
民
表
示

が
実
施
さ
れ
た
地
域
で
は
住
所
と
一
致

し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が

必
要
で
す
）
、
家
屋
番
号
（
建
物
に
つ

け
ら
れ
て
い
る
番
号
）
、
種
類
（
居
宅
・

店
舗
な
ど
）
、
構
造
‘
床
面
積
等
。

▽
甲
区
1

1

所
有
権
に
関
す
る
事
項

そ
の
不
動
産
か
初
め
て
登
記
さ
れ

て
か
ら
現
在
ま
で
に
、
だ
れ
か
ら
だ

れ
に
売
買
、
相
続
さ
れ
た
か
な
ど
の
＂

所
有
権
の
移
転
。

ま
た
、
登
記
の
申
請
に
必
要
な
書
類

な
ど
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
場
合
を
は
じ

め
、
売
買
の
予
約
が
あ
っ
た
と
き
や
一
定

の
条
件
か
満
た
さ
れ
れ
ば
そ
の
権
利
か

得
ら
れ
る
場
合
に
な
さ
れ
る
仮
登
記
等
。

▽
乙
区
1

1

所
有
権
以
外
の
権
利
に
関

す
る
事
項

地
上
権
、
低
当
権
等
。

さ
て
ご
質
問
の
件
で
す
か
、
不
動

産
登
記
法
で
は
「
仮
登
記
か
し
て
あ
る

場
合
は
、
本
登
記
の
順
位
は
仮
登
記
の

順
位
に
よ
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、

B
氏
の
言
う
よ
う
に
、
あ

な
た
よ
り
先
に
B
氏
が
代
物
弁
済
予
約

（
こ
の
場
合
は
‘
A
氏
が
借
金
の
返
済

を
し
な
い
と
き
、
金
銭
の
代
わ
り
に
土

地
を
受
け
取
る
こ
と
）
に
基
づ
く
仮
登

記
を
し
て
い
る
と
、

B
氏
の
仮
登
記
に

甚
づ
く
本
登
記
が
仮
に
あ
な
た
の
行

っ

た
所
有
権
移
転
の
登
記
よ
り
時
期
的
に

後
に
な
っ
て
も
、

B
氏
は
、
あ
な
た
よ

り
先
に
本
登
記
を
行
っ
た
の
と
同
じ
権

利
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
って、
B
氏
か
仮
登
記
に
基
づ
く

本
登
記
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

は
、
あ
な
た
は
‘
あ
な
た
の
所
有
権
移

転
の
登
記
か
抹
消
さ
れ
る
こ
と
を
承
諾

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
結
局
あ
な
た
は
、
そ
の
土
地

の
所
有
権
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た

め
に
も
、
取
引
の
前
に
登
記
簿
を
調

ベ
、
「
甲
区
」
に
仮
登
記
の
記
載
か
あ

る
か
ど
う
か
を
確
認
す
べ
き
で
し
た
。

ま
た
、
「
乙
区
」
に
用
益
権
（
地
上

権
、
賃
借
権
な
ど
）
の
登
記
か
さ
れ

五
五
年
度
中
に
、
肱
川
町
内
で
は
六

七
一
万
本
、
約
四
、
八
五

0
万
円
の
た

ば
こ
が
販
売
さ
れ
、
販
売
本
数
に
応
じ

て
八
七
七
万
円
の
た
ば
こ
消
費
税
が
専

売
公
社
か
ら
町
へ
納
付
さ
れ
ま
し
た
。

五
四
年
度
ま
で
は
少
し
づ
つ
増
え

て
い
た
消
費
税
も
、
五
五
年
四
月
の

値
上
げ
な
ど
の
影
響
で
、
販
売
本
数

が
約
六
パ
ー
セ
ン
ト
減
り
、
五
五
年

に
は
初
め
て
落
ち
込
み
ま
し
た
。

た
だ
こ
消
費
税
は
、
町
の
貴
重
な

安
定
的
財
源
で
す
。

「
た
ば
こ
は
町
内
で

買
い
ま
し
ょ
う
」

な
お
、
町
外
に
お
出
か
け
の
際
も

町
内
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

税費肖.. I
 

ー

）ばー』t
 
と教本の

-

）
 
ばた-) t
 
れさ亮u
 

ou' 
で内町 て

い
る
場
~
＼
は
、
そ
の
所
有
権
取
得

の
登
記
を
し
て
も
自
ら
そ
の
土
地
を
利

用
す
る
こ
と
か
で
き
な
か
っ
た
り
‘
担

保
権
（
低
当
権
・
質
権
な
ど
）
の
登
記

か
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
‘
担
保
権
の

実
行
に
よ
っ
て
、
所
有
権
を
失
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

た
ば
こ
消
費
税

約
八
八

0
万
円

一
―
口
医
学
一

人
間
、
年
を
と
る
に
つ
れ
て
、

ど
こ
か
に
故
障
が
出
て
く
る
の
は

や
む
を
え
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

腰
の
痛
み
も
骨
の
老
化
が
原
因

の
場
合
が
多
い
の
で
す
。

変
型
性
セ
キ
ツ
イ
症
、
骨
粗
魅

し
L

↓
症
な
ど
が
そ
れ
で
す
か
、
こ
れ
ら

は
入
浴
し
た
り
、
横
に
な
っ
て
休

む
と
楽
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
か
横
に
な
っ
て
も
楽
に

な
ら
ず
、
痛
み
が
突
然
お
こ
っ
て

き
て
、
腰
か
痛
か
っ
た
り
、
首
に

き
た
り
、
と
い
う
痛
み
方
を
し
、

痛
み
が
増
す
ば
か
り
と
い
う
よ
う

な
と
き
は
、
ガ
ン
の

セ
キ

ツ
イ
転

移
が
疑
わ
れ
ま
す
。

乳
ガ
ン
が
セ
キ
ツ
イ
に
く
る

こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
が
子
宮
ガ
ン
‘

男
性
の
前
立
腺
ガ
ン
、
ジ
ン
臓
ガ

ン
、
肺
ガ
ン
な
ど
で
も
‘
は
じ
め

の
う
ち
は
、
老
化
に
よ
る
腰
の
痛

み
と
区
別
が
で
き
ま
せ
ん。

安
静
に
よ
っ
て
も
痛
み
が
と
れ

な
い
ば
か
り
で
な
く
、
ど
ん
ど
ん

悪
く
な
る
よ
う
な
と
き
は
早
く
医

師
に
相
談
を
。 中年すぎの

腰の痛み
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昨
年
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
と
な
ら

ん
で
、
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調

査
で
あ
る

「事
業
所
統
計
調
査
」
が

七
月

一
日
、
全
国
い
っ
せ
い
に
行
わ

れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
昭
和
二
二
年
に

ス
タ
ー
ト
し
、
以
後
三
年
ご
と
に

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
わ
か
国

の
経
済
活
動
の
甚
礎
で
あ
る
事
業

所
の
実
態
を
、
全
国
な
ら
び
に
地
域

別
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で

す。
調
査
の
結
果
は
、
国
・
都
道
府

県
・
市
町
村
の
行
政
や
経
済
施
設
を

は
じ
め
、
民
間
で
は
事
業
計
画
を
立

て
る
際
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ

れ
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
る
の
は
、
会

場
、
工
場
、
商
店
、
病
院
、
学
校
の

は
か
、
官
公
庁
、
国
鉄
、
私
鉄
の

駅
、
旅
館
や
神
社
、
お
寺
に
い
た
る

^4 

手
紙
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
、
人

の
心
と
心
を
結
び
情
操
を
豊
か
に
す

る
き
ず
な
と
な
る
も
の
で
す
。

郵
政
省
で
は
小
・
中
学
校
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
第
一
四
回
手
紙
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
思
い
や

り
の
こ
も
っ
た
作
品
を
多
数
お
よ
せ

手
紙
作
文

コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集
中

ま
で
、
農
林
漁
家
を
除
く
全
て
の
事

業
所
で
す
。

こ
の
調
査
は
、
次
の
三
つ
の
種
類

に
分
け
て
行
わ
れ
ま
す
。

ー

甲

調

査

I

民
間
経
営
の
事
業
所
が
対
象
で

す。
調
査
事
項
は
、
事
業
所
の
名
称
、

所
在
地
、
経
営
組
織
、
事
業
の
種
類

な
ど
九
項
目
で
す
が
、
会
社
の
本
社

事
業
所
の
場
合
は
こ
の
外
に
資
本
金

額
な
ど
四
項
目
か
加
え
ら
れ
ま
す
。

ー

乙

調

査

I

サ
ー
ビ
ス
業
の
う
ち
旅
館
そ
の
他

の
宿
泊
所
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
理
容

事

業

所

統

計

隅
百
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

七
月
一

H
に
実
施

業
、
自
動
車
整
備
業
、
駐
車
場
業
お

よ
び
そ
の
他
の
修
理
業
が
対
象
で
、

調
査
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

名
称
、
現
金
給
与
支
給
額
、
最
近

一
年
間
の
総
売
上
高

ー

丙

調

査

|
|
_

国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
公
共
企

業
体
の
事
業
所
を
対
象
に
、
事
業
所

の
名
称
、
所
在
地
、
事
業
の
種
類
、

職
員
数
の
項
目
に
つ
い
て
調
査
し
ま

す。
な
お
、
調
査
の
方
法
で
す
が
「
甲

調
査
」
と
「
乙
調
査
」
は
、
県
知
事

か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
、
六
月

下
旬
か
ら
す
べ
て
の
事
業
所
を
訪
問

い
た
し
ま
す
。

「
丙
調
査
」
は
、
調
査
員
に
よ
ら

ず
、
国
や
地
方
公
共
団
体
お
よ
ぴ
公

共
企
業
体
の
組
織
を
通
じ
て
行
わ
れ

ま
す
。み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

い

た
し
ま
す
。

く
だ
さ
い
。

◎
募
集
の
区
分

0
小
学
校
低
学
年
（

一
ー
三
年
）

0
小
学
校
高
学
年

（
四
ー
六
年
）

0
中
学
校
の
部

◎
応
募
の
き
ま
り

手
紙
文
と
し
四

0
0字
づ
め
原

稿
用
紙
五
枚
以
内
。
（
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
）

◎
応
募
方
法

作
品
に
は
題
名
、
氏
名
、
学
校

名
、
学
年
等
を
書
い

た
応
募
票
を

一
枚
目
上
部
に
は
り
学
校
へ

出
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
締
切
日

五
六
年
七
月
二

0
日

と
こ
ろ

担

当
と

き

七
月
三
日

一
三
時
か
ら

一
五
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

ム
シ
歯
予
防
教
室
は
個
人
宛
通
知

を
発
送
し
ま
す
。

0
行
政
相
談七

月
六
日

九
時
か
ら

一
六
時
ま
で

肱
川
町
公
民
館

行
政
相
談
員

福

田

保
／

、

と

き

〇
乳
児
相
談
並
ぴ
に
ム
シ
歯
予

防
教
室

嘉

城

山

田

一
さ
ん

73
オ）

共

栄

川

本

サ

ヨ
子
さ
ん

(71
オ）

ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

ー
肱
川
郵
便
局
1

◎
賞
各
部
門
別
に

郵
政
大
臣
賞
、

文
部
大
臣
奨
励

賞
、
準
特
選
、

入
選
の
ほ
か
応

募
者
全
員
に
記

念
品
が
贈
ら
れ

ま
す
。

◎
審
査
発
表

五
六
年
一

0
月

上
鹿
野
川
渡
部
邦
男
さ
ん

長

男

聡

ち

ゃ

ん

協

生

谷

本

孝

治

さ

ん

二
女
優
子
ち
ゃ
ん

影

地

冨

永

武

雄

さ

ん

二
男

優

ち

ゃ

ん

二
女
早
苗
ち
ゃ
ん

大

和

池

田

道

雄

さ

ん

長
男
拓
也
ち
ゃ
ん

中

野

亀

岡

義

久

さ

ん

男

誠

ち

ゃ

ん

中

津

大

野

泉

さ

ん

長

男

慶

ち

ゃ

ん

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

◇心配ごと相談◇

お気軽に相談所へ”

◎相談時閻

各相談日とも 9時～16時

◎相談欄所

町公民館心配ごと相談室

（肱川町社会福祉協議会）

相談日

6月25日

7月6日

7月15日

7月25日

担当相談員

谷本、i中野

兵頭⑮、山内、福田

山中、兵頭（笥

宮本、桜田

’‘ 
相談員の自宅相談も受付けます


